
        

神奈川県社協ホームページに掲載しますので、以下に助成事業の概要を分かりやすく、簡潔に記入してください。 

 

組織・グル

ープ名 

特定非営利活動法人 全国要約筆記問題研究会神奈川支部 

活動区分 

※いずれか 1

つに〇を 

つける。 

● 一般助成 

①当事者支え合い・当事者支援の促進    ②地域福祉ﾆｰｽﾞ(課題)への対応   

③福祉の学び（参加型福祉教育）の推進  ④福祉コミュニティの構築〕 

● 協働事業助成 

〔 1. 福祉教育・ボランティア学習プログラム構築に係る先駆的な活動 

2. 地域住民、関係機関・団体の福祉意識の醸成を基盤とし、幅広い世代の社会参加推進に係る先

駆的な活動 〕 

助成事業名 イベント開催（「読書アシスト」講演会と「手書き要約筆記の表記」についての学習会） 

助成事業の概要〔事業の目的・取組みの概要・成果や参加者の様子・今後の展望等〕※活動の様子が分かる画像を 2 枚程度挿入すること。 

●「読書アシスト」の講演会 

テーマ：「自然と速く読める文章表示技術『読書アシスト』~日本語レイアウトの可能性～」 

目的：私達要約筆記者は、聞こえづらい方に音声を文字にして伝える活動をしている。今後一層、音声認識の

利用や電子ディスプレイ等の進化が見込まれ、提供される文字情報は増えていく。利用者には、それら

を速く読み正確に理解することが必要となる。この講演会で講師の開発した画期的な文章表示技術を紹

介することにより、要約筆記や字幕付けを担う方に、また利用者に、新たな視点で文字表示を考える場

を提供できた。 

日時・場所：11月６日 13:30～16:00 川崎市聴覚障害者情報文化センター研修室と Zoom配信 

講師：小林潤平氏（大日本印刷株式会社） Zoomでの講演 

受講者：会場参加者４名、Zoom参加者 5６名 

   神奈川県内の要約筆記者、中途失聴者・難聴者（含県内各難聴者協会会員）、聴覚障害者情報提供施設ス

タッフなど。日本聴覚障害者学生高等支援ネットワーク（PEPNet-Japan）の SNSに掲載いただけたので、

難聴学生への情報保障コーディネーターや外国人への日本語教育者など従来の枠を超えた参加者をえ

られた。 

内容：文書のレイアウトを変換する技術である「読書アシスト」は、目の動きをスムーズにすることで自然に

読む速さを高められるものである。開発に使った手法や開発後の幾つかの場面での実証実験とその結果

を紹介された。既に 2022年５月に、この技術を使った書籍「2倍速で読めて忘れない 速読日本史」が

出版されているが、今後も様々な用途での実用化を進めることや、現在研究中の表示方式「部分的退色

テキスト」についても説明された。 

今後の展望：講演会後、講師と「読書アシスト」システムの開発会社の担当者から要望があり、PC 要約筆記

（IPtalk）のデモンストレーションや機能の説明を行った。現在の要約筆記画面に、「読書アシスト」技

術を応用できる可能性がありそうで、PC要約筆記開発者との橋渡しをした。今後の展開次第では、来年

度以降の事業として再度取り上げる可能性がある。 

 

●「手書き要約筆記の表記」についての学習会 

目的：2022年度の全要研集会で開催された講義の中から、県内要約筆記者から再度の開催要望が出ていた手書

き要約筆記の表記に焦点を当てた学習会を実施した。 

日時・場所：１月９日 13:30～16:30 

対象：参加者 19名  
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神奈川県内の要約筆記者派遣事業者に現在登録している、または以前に登録していた手書き要約筆記

者。 

内容：講師は全要研集会と同じく全要研認定講師の長尾康子氏と愛知県支部の大嶋千波氏。対面でＯＨＣ２台

を用意し、実施した。 

グループでの話し合いで出た表記の悩みを共有し、参加者の実技検証で講師からの具体的な対処方法の

提示を受けた。ペンの持ち方、利用者が読みやすい画面表記とするためには適切な改行や余白なども重

要であること、日常での勉強方法などもお教えいただいた。 

参加者からは、「改めて手書き要約筆記の表記の基礎を学び直すことができた、指導していただいたこ

とを意識して書くようにしたい」との感想が寄せられた。 

  

 

 

 

 

全国要約筆記問題研究会神奈川支部講演会 案内チラシより引用 


